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疏菜栽培における紅色非硫黄細菌の利用に関する研究

















木村氏 B~夜をそれぞれ用い 計 1処理区で実験を行った。紅色非硫黄細菌施用効果は滅菌水区
で顕著であり，イネ幼植物の生育を促進し，植物体のN, P205 含量を増加させた。滅菌水区，木
村氏B液区における PTBP 区と PTB-D 区でのイネ幼植物の生育は生きている細菌を含む液体
培地区（＋PTBF 区）に比べ同等もしくは優れ，細菌の分泌物ではなく菌体がイネ幼植物の生長に
関与していると考えられた。以上より，紅色非硫黄細菌の施用はイネの生長を促進し， Nおよび







ソウはクロロフィルaとb含量の比（alb ）を コマツナではalb に加え，クロロフィルaおよび




メロンでは201 年と 203 年の2回栽培を行った。 PTBP 施用は生育と品質に対し，年次間で
異なる影響を示した。すなわち， 201 年には PTBP 施用は生育を促進し，糖度を増加させる傾
向を示したが， 203 年では生育を抑制し，糖度に効果が認められなかった。これは栽培期間が
201 年には比較的低温期で， 203 年では高温期であったことが関係していると考えられた。ま
た， PTBP 施用は201 年， 203 年ともに果実の N含量を減少させ，地下部ではN, P205, K, 
Caの含量を増加させた。よって PTBP 施用はメロンの無機成分の吸収および移動に影響するこ
とが示された。さらに， PTBP 施用は203 年の滅菌区でのみN含量を葉と茎において減少させ，

























色 10% 区で地下部の生育が著しく抑制されたが， PTBP 施用は地下部の生育を回復させたこと







糖蜜液（PTB ）の施用がホウレンソウの生育と品質に及ぼす影響を調査した。 10 倍以上に希釈
した PTB は，発芽を阻害しなかった。 PTB と紅色非硫黄細菌処理前の廃糖蜜液（Pre-TB ）を
用いた栽培実験において， 10 倍希釈のPTB 施用が生育を最も促進し，品質を向上させたことか
ら，廃糖蜜液の紅色非硫黄細菌処理が有効であることが示された。また，土壌の未滅菌区と滅菌






























203 年は高温期であったことが関与すると考えられた。また， PTBP 施用は201 年， 203 年と
もに無機成分の吸収および移動に影響することを示した。さらに PTBP 施用が 203 年の滅菌
区でのみN含量を葉と茎で減少させたことより 土壌微生物による影響を示唆した。トマトでは






PTBP 施用と土壌微生物との聞の相互作用が認められたため ホウレンソウなど 6作物の栽培




















レンソウ，コマツナ，メロン， トマトの品質を向上させることが示された。また， PTBP 施用は
土壌微生物中で放線菌と糸状菌を増加させること，青色光下でのコマツナの地下部の生育促進と
品質の向上を行うことを明らかにした。さらに，製糖工場から排出される廃糖蜜液の農業利用に
は紅色非硫黄細菌で処理することが有効であることを示した。
以上のように，本論文は高品質疏菜栽培への光栄養細菌利用の有用性を明らかにしたもので、
大変高く評価でき，学位論文として十分価値があるものと判断した。
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